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はじめに もくじ

　奈良県がつくっている「奈良県こどもまんなか未来戦略」の案が書いてあります。

　「奈良県こどもまんなか未来戦略」とは、こどもたちがもっと楽しく、幸せに、希望をもっ

て成長できる社会をつくるために、地域や社会のみなさんと協力しながら取り組んでい

くことを書いたものです。

　こどもや若者のみなさんの思い、希望、なやみ、意見を聞きながら、いっしょに社会

をつくっていくことが大切だと考えています。

　現在つくっている「奈良県こどもまんなか未来戦略」を紹介しますので、たくさんの

意見を聞かせてください。
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Q.この本には、なにが書いてあるの？

Ⅰ　計画策定の趣旨等

Ⅱ　奈良県のこども・子育てに関する現状

Ⅲ　奈良県のこども・子育てに関する課題

Ⅳ　基本理念

Ⅴ　基本的な方向性

Ⅵ　取組方針

Ⅶ　取組方針に基づく主な施策

　　１　こども・若者の視点に立った施策の立案と推進

　　２　ジェンダーギャップの解消を始めとした社会全体の意識・構造の改革

　　３　若い世代、ひとり親世帯への就労支援・所得の向上　　

　　４　男女ともに仕事と家庭・子育てを両立できる職場環境の整備

　　５　個人の希望に応じた選択ができるよう、結婚、妊娠、出産、子育ての切れ目のない

　　　　支援の充実

　　６　困難な状況に置かれているこども、子育て世帯に対する相談体制、支援等の充実

　　７　こどものすこやかな成長と子育て世帯を支える教育、保育等の体制整備

　　８　妊娠、出産、こども、子育てを支える保健医療提供体制の充実

　　９　こども、子育てにやさしいインクルーシブなまちづくり

Ⅷ　施策の推進体制等
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Ⅱ 奈良県のこども・子育てに関する現状奈良県のこども・子育てに関する現状
こ　 そだ かん げんじょう　な     ら    けん

奈良県のこども・子育てに関する現状
　な   ら   けん こそだ かん げんじょう

奈良県には次のような特徴があります。
つぎ とくちょうな   ら  けん

• 奈良県から出て行く若者が多いです
• 結婚をしない人が増えています
• 家族のこどもの数（兄弟姉妹の数）が減って
います

• こどもが減るスピードが全国のなかでも速い
ほうです

へ ぜんこく はや

けっこん ひと ふ

かぞく かず きょうだい 　しまい かず へ

で い わかもの おおな     ら   けん

こういった現状を引き起こしている困りごと、課題は次のとおりです。
げんじょう ひ お こま かだい つぎ

Ⅰ 計画策定の趣旨等計画策定の趣旨等
しゅ　し とうけ い か く さ く て い

しゃかいぜんたい

けいかく

1. 計画策定の趣旨
奈良県は、こどもをまんなかにおいて、社会全体でこども・子育てを支える雰囲気をつくります。

そのために、「奈良県こどもまんなか未来戦略」という計画をつくります。

さくてい しゅ し

こそだ ふんいきささ

みらいせんりゃく

な   ら  けん

な   ら  けん

けいかく

けいかく
2. 計画の性格・位置づけ
法律（こども基本法など）でつくることが求められている計画です。

けいかく せいかく い  ち

きほんほうほうりつ もと

3. 計画の期間
令和 6年 10月●日～令和 12年 3月 31日

※ 期間の開始日はまだ決まっていません。

きかん

れいわ がつ にち れいわ がつ にちねん ねん

けいかく

きかん かいしび き

さらに、困りごとや課題の原因を分析し、克服すべき課題を９つのポイントにまとめました。

「こども・若者の視点」「社会全体の意識を変える」「所得を増やす」「職場環境をよくする」「ライ

フステージに応じた支援をする」「困難な状況にあるこども、子育て世帯を支援する」「教育・保

育の環境を整備する」「保健・医療の提供体制を充実させる」「こどもにやさしいまちづくりをする」

この９つのポイントに対応する取組方針を、基本理念をまじえて次のページから紹介します。

こま かだい げんいん ぶんせき こくふく かだい

してん しゃかいぜんたい いしき しょとく しょくばかんきょう

おう しえん こんなん じょうきょう こそだ せたい きょういく ほ

かんきょう ほけん いりょう ていきょうたいせい

たいおう とりくみほうしん きほんりねん つぎ しょうかい

せいび

わかもの か ふ

しえん

じゅうじついく

こども・子育てに関する困りごとや課題はたくさんあります。

「奈良県こどもまんなか未来戦略」では、困りごとや課題を３つのポイントにもとづき整理しています。

こそだ かん かだい

みらいせんりゃく こま せいりかだい

こま

な   ら  けん

おや

かんきょう

こども・親をとりまく様々な環境(S)

親(P)

こども(C)

支援・配慮を要する方

男性社員にも育児休業
を勧めたいが、仕事の
穴埋めが難しい

残業が多く、社員が
休暇が取りにくい

職場のDX化を進めた
いが、どうすればいい
のかわからない

自治会などの役員は
男性が多く、女性が
発言しにくい

働きたいが、祖父母
に、育児に専念する
ように言われる

通学路に危険な
箇所がある

児童虐待のニュースを
聞くたびに心配になる

保育士として働きた
いが給料が低い（保
育士の処遇改善）

保護者対応など保育以
外の業務負担が大き
い（保育士の処遇改善）

教師の業務が多く、児童・
生徒に向き合う時間がと
れない（教員の負担軽減）

災害時の避難場所
が、子育て世帯に対
応しているのか不安

公共施設、公園などに授
乳室や多機能トイレなど
の子育て機能が無い

塾や習い事など、公共交
通機関がないので、親が
送迎しないといけない

障害の有無にかかわら
ず楽しく安全に遊べる
場所（公園）が少ない

子育てをしながら、
自宅でテレワークな
どで柔軟に働きたい

子育てしながら働きたいが、労
働環境が悪くて続けられない

育休をとると周りに迷惑がかかる

子どもが病気や怪我をした
ときの医療費負担が不安

収入を上げるために
リスキリングをしたい

転入時、子育て世帯に向けた
行政サービスがわかりくい

結婚を前向きに考えられない

結婚のための出会いの機会が無い

非正規職員で収入が低い
ため暮らしがしんどく結
婚する気持ちにならない

子育てで忙しいので、空いた時
間に、自宅で子育ての手続きを
済ませたい（子育て支援アプリ）

子どもが発熱すると、
預けるところがない

子育てに係る費用が高くて子ども
に十分な教育を受けさせられない

夫の帰りが遅く、子育てがワンオペ

子育てと家事で、休む間もな
く疲れがたまってしんどい

子育ての相談に、どこに
行けばいいかわからない

過疎地域なので、小児科や子
育て相談を受けるために遠
方まで行かないといけない

近くに産後のケアをし
てくれるところがない

不妊治療の経済的負担が大きい

早い段階から、子どもに適切な療育
を受けさせたい（発達障害児支援）

離婚したいが、養育費が確保できるか不安

一人で子どもを育てている
が収入を確保するのが困難

自分たちの困りご
とを聞いて欲しい

生まれた環境にか
かわらず、勉強して
夢を実現したい

もっと親と一緒
に遊びたい

自分たちの意見を社会に届けたい

困りごとを誰に
相談して良い
かわからない

みんなで遊べ
る場所がない

親が食事を作っ
てくれない

親の介護で勉強する時間が
とれない（ヤングケアラー）

障害の有無にかかわらずいっ
しょに学びたいし遊びたい

• Child（チャイルド、こども）
• Parent（ペアレント、親）
• Surroundings（サラウンディングス、環境）

おや

かんきょう

Ⅲ 奈良県のこども・子育てに関する課題奈良県のこども・子育てに関する課題
こ      そだ かん かだい　な     ら    けん
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Ⅶ 取組方針に基づく主な施策取組方針に基づく主な施策
もと おも し さ くと り く み ほ う し んⅣ 基本理念基本理念

き  ほ  ん り  ね  ん

すべてのこども・若者が、将来に夢と希望を抱きながら、個性や多様性が尊重され、ひとしく健やかに成長し、

幸福な生活を送ることができる、あたたかい奈良県を目指します。

わかもの しょうらい ゆめ きぼう いだ こせい たようせい そんちょう

こうふく せいかつ おく めざ

すこ せいちょう

な  ら けん

（1）こども・若者の意見等の施策へ
の反映
　こどもや若者の意見を聞きながら、いっしょに社

会をつくっていきます。

　よりよい社会をつくるには、社会のメンバーであ

るこどもや若者の思い、希望、なやみ、意見を聞き

ながら、おとなが行う取組に反映させることが大切

です。

　そのために、意見を伝えられる場所をつくります。

そして、その意見を聞いた奈良県が、どのようなこ

とを行ったかを社会に広く伝えます。

　また、意見を伝える方法を学べるような教育に取

り組みます。

わかもの いけん しさく

はんえい

わかもの いけん き しゃ

しゃかい しゃかい

わかもの おも きぼう いけん き

おこな とりくみ はんえい たいせつ

いけん つた ばしょ

いけん き

しゃかい ひろ つたおこな

いけん つた ほうほう まな きょういく と

とう

かい

く

な   ら  けん

（3）こどもや若者が主体となって活
動する団体等の活動を促進する環境
整備
　こどもや若者がメンバーになっている団体がよく

使う場所と連携します。

　たとえば、児童館・子ども会・こども食堂、公民館・

図書館のような、こどもや若者が活動したり、使っ

たりするところがもっとよくなるようにします。

わかもの しゅたい かつ

どう だんたい かつどう そくしん かんきょう

わかもの だんたい

つか ばしょ

じどうかん かい しょくどう こうみんかん

としょかん わかもの かつどう つか

とう

れんけい

せいび

こ

（2）こども・若者の政策決定過程へ
の参画促進
　奈良県ではこどもや若者向けの取組について会議

を行っています。その会議の委員を、おとなだけで

はなく、こどもや若者からも選びます。

わかもの せいさくけってい

さんかくそくしん

わかもの とりくみ かいぎ

おこな かいぎ いいん

わかもの えら

む

か て い

な   ら  けん

（4）こどもの権利擁護の推進
　こどもの権利を守ります。

　たとえば、児童相談所に保護されるこどもが、自

分の気持ちをしっかりと伝えられるようにします。

け ん り よ う ご すいしん

けんり まも

じどうそうだんじょ ほご じ

き つたぶん も

こども・若者の視点に立った施策の立案と推進1
施　策

わかもの してん た しさく りつあん すいしん
基本的な方向性基本的な方向性
き  ほ  ん  て き ほ う こ う せ いⅤ

・こどもや若者をひとりの人間として尊重します
・こどもや若者の意見を聞きながら、いっしょに
   社会をつくっていきます
・こどもや若者が、性別に関係なく可能性を広げ
   ていくことができるようにします

わかもの にんげん そんちょう

わかもの いけん き

しゃかい

わかもの せいべつ かんけい かのうせい ひろ

・赤ちゃんから児童、学生、お母さん、お父さんまで、          
　すべての年齢のこどもや若者、子育てする人が、自分が望
    む人生を実現できるように支援します
・これらのことを、国、市町村、会社、団体と協力して
　行います

じどう がくせい かあ とう

ねんれい わかもの じぶん

くに しちょうそん かいしゃ だんたい きょうりょく

おこな

あか

こそだ ひと のぞ

じんせい じつげん しえん

奈良県が目指す未来をつくるために・・・
めざ みらいな  ら けん P.6

Ⅵ 取組方針取組方針
と り く み ほ う し ん

こども・若者の視点に立った施策の立案と推進
こどもや若者の意見を聞きながら、いっしょに社会をつくっていきます。（P.6 へ）

ジェンダーギャップの解消を始めとした社会全体の意識・構造の改革
性別にかかわらず、すべての人が自分らしく幸せにくらすことができる社会づくりを行います。（P.7 へ）

若い世代、ひとり親世帯への就労支援・所得の向上
若者やひとり親の経済的な不安を減らします。（P.8 へ）

男女ともに仕事と家庭・子育てを両立できる職場環境の整備
すべての人が仕事と家庭・子育てを両立できる社会をつくります。（P.9 へ）

個人の希望に応じた選択ができるよう、結婚、妊娠、出産、子育ての切れ目のない支援

の充実
すべての人が結婚や子育てに関して希望をかなえられるよう支援します。（P.10 へ）

困難な状況に置かれているこども、子育て世帯に対する相談体制、支援等の充実
経済的、精神的に大変な状況にあるこどもや若者を支援します。（P.11 へ）

こどものすこやかな成長と子育て世帯を支える教育、保育等の体制整備
こどもが希望どおりに学び、成長できるよう支援します。（P.13 へ）

妊娠、出産、こども、子育てを支える保健医療提供体制の充実
こどもや若者が安心して病院に行けるようにします。（P.15 へ）

こども、子育てにやさしいインクルーシブなまちづくり
すべての人が心地よくくらせる街をつくります。（P.16 へ）

1施策

2施策

3施策

4施策

5施策

6施策

7施策

8施策

9施策

いしき

わかもの してん た しさく すいしん

わかもの いけん き しゃかい

かいしょう はじ しゃかいぜんたい こうぞう かいかく

わかもの あんしん びょういん い

りつあん

せいべつ ひと じぶん しゃかい おこな

わかもの おや けいざいてき ふあん へ

わか せだい おやせたい しょとく こうじょう

しごと かてい こそだ りょうりつ しょくばかんきょう せいびだんじょ

しごと かてい こそだ りょうりつひと しゃかい

こじん きぼう おう せんたく しゅっさん こそだ き め しえんけっこん にんしん

じゅうじつ

ひと けっこん こそだ かん きぼう しえん

こんなん じょうきょう お こそだ せたい たい そうだんたいせい しえんとう じゅうじつ

けいざいてき せいしんてき たいへんじょうきょう わかもの しえん

せいちょう こそだ せたい ささ きょういく ほいくとう たいせいせいび

きぼう しえんまな

にんしん しゅっさん こそだ ささ ほけんいりょうていきょうたいせい じゅうじつ

こそだ

ひと ここち まち

しゅうろうしえん

しあわ

せいちょう

みらいせんりゃく はしら

「奈良県こどもまんなか未来戦略」には、９つの柱があります。
な  ら けん

 3 mm 
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P.8P.7

（1）ひとり親家庭等への就労・生活
支援の充実
　ひとりでこどもを育てているお母さんやお父さん

など（ひとり親といいます）の支援をします。

　ひとり親はひとりでこどもを育てながら、仕事を

しています。しかし、やりたい仕事ができなかった

り、十分なお金をもらえなかったりすることがあり

ます。

　子育てをしながらでも、やりたい仕事ができ、十

分なお金がもらえるよう、ひとり親のお母さんやお

父さんなどをサポートします。

（2）発達段階に応じた職業体験等の
職業教育の実施
　こどもや若者が、職業体験を通して、自分の将来

をはっきりと考えられるようにします。

（3）若手起業家等の育成
　自分で会社をつくろうとする若者の支援をするた

めに、中学校や高校で学びの場所をつくります。

（4）若年者への県内就業・再就職支
援の充実
　若者が、奈良県で働く場所を見つけることを支援

します。

　奈良県の学校を卒業した後、奈良県の会社を知ら

なかったり、働きたい場所を見つけられなかったり

して、奈良県の外で働き始める若者がいます。また、

仕事をやめてしまったり、仕事の見つけ方がわから

なかったりする若者もいます。

　奈良県にある会社のよさを広く伝えます。そして、

奈良県で働こうとする若者を支援します。

（5）オンライン学習を活用した離職
者・在職者への支援
　インターネットを通じて学びたい、学び直したい

と思う若者を支援します。

（6）県内の雇用の場の創出
　みんなが働きたいと思える会社を奈良県に増やし

ます。

ジェンダーギャップの解消を始めとした
社会全体の意識・構造の改革2

施　策 かいしょう はじ

しゃかいぜんたい いしき こうぞう かいかく 若い世代、ひとり親世帯への就労支援・所得の向上3
施　策

わか せだい おやせたい しょとく こうじょうしゅうろう しえん

とう

しょくぎょう

おやかてい しゅうろう せいかつ

しえん じゅうじつ

そだ かあ とう

おや しえん

おや そだ しごと

しごと

じゅうぶん かね

こそだ しごと

ぶん かね おや かあ

とう

はったつだんかい おう しょくぎょうたいけんとう

しょくぎょうきょういく じっし

わかもの たいけん とお じぶん しょうらい

かんが

きぎょうか いくせい

じぶん かいしゃ わかもの しえん

ちゅうがっこう こうこう まな ばしょ

じゃくねんしゃ けんないしゅうぎょう さいしゅうしょくし

えん じゅうじつ

わかもの はたら ばしょ み しえん

がっこう そつぎょう あと かいしゃ し

はたら ばしょ み

そと はたら はじ わかもの

しごと しごと み かた

わかもの

かいしゃ ひろ つた

わかもの しえん

がくしゅう かつよう りしょく

しゃ ざいしょくしゃ しえん

つう まな

おも わかもの しえん

けんない こよう ば そうしゅつ

はたら おも かいしゃ ふ

とう

はたら

まな なお

わ か て

な   ら  けん

な   ら  けん な   ら  けん

な   ら  けん

な   ら  けん

な   ら  けん

な   ら  けん

（1）こども・若者の可能性を広げて
いくためのジェンダーギャップの解消
　ジェンダーギャップをなくす取組を行います。

　ジェンダーギャップとは、たとえば、「女の子だか

らかわいらしくしないといけない」「男の子だからが

まんしないといけない」といったまちがった思い込

みから生まれる、男女の間の格差です。ジェンダー

ギャップがあることで、ふだんの生活でいやな思い

をしたり、将来なりたい仕事を選べなかったりしま

す。

　このようなことが起きないようにするための教育

や情報発信に取り組みます。

（2）学童期・青年期に必要となる知
識に関する情報提供や教育
　おとなになる前に知っておきたいことが学べる教

育に取り組みます。

　「自分の心とからだ」「性に関すること」「お金の使

い方」「将来なりたい仕事」のように、おとなになる

前に知っておきたい、知っておかなければならない

ことはたくさんあります。

　このようなことが学べる教育や情報発信に取り組

みます。

（3）こども・若者、子育てにやさし
い社会づくりのための意識改革
　こどもや若者、子育てする人を応援する雰囲気を

つくります。

　働く場所や学校、街全体で、子育てする人を支え

ます。そして、だれもが将来、子育てに不安を感じ

ることがない社会をつくります。さらに、仕事をし

ながら子育てができる環境をつくっていきます。

（4）困難な問題を抱える女性への支
援の推進
　困っている女性一人ひとりにあったサポートを行

います。

わかもの かのうせい ひろ

かいしょう

とりくみ おこな

おんな こ

おとこ こ

こ

だんじょ あいだ かくさ

せいかつ おも

しょうらい しごと えら

お きょういく

じょうほうはっしん と く

がく  どう    き せい   ねん    き ひつよう

しき かん じょうほうていきょう きょういく

まえ し まな きょう

ち

く

じぶん こころ せい かん かね つか

かた しょうらい

し し

わかもの こ     そだ

いしきかいかく

わかもの

しゃかい

こそだ ひと おうえん ふんいき

はたら ばしょ がっこう まちぜんたい こそだ ひと ささ

こそだ ふあん かん

しゃかい

こんなん もんだい かか じょせい し

えん すいしん

こま じょせい おこな

しごと

おも

う

と ひとり

まな きょういく じょうほうはっしん と く

しごと

こそだ かんきょう

しょうらい

いく

まえ

じゅう
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男女ともに仕事と家庭・子育てを
両立できる職場環境の整備4

施　策 だんじょ し   ごと

りょうりつ

か   てい

しょくばかんきょう せい   び

そだこ

個人の希望に応じた選択ができるよう、
結婚、妊娠、出産、子育ての切れ目のない支援の充実5

施　策 おうこじん せんたくきぼう

こけっこん にんしん しゅっさん き め じゅうじつし   えんそだP.９

（1）リスキリング等による就労支援
　今まで持っていなかった知識や技術を手に入れる

ことをリスキリングといいます。リスキリングをし

たいと思う人を支援します。

（2）共働き・共育て・共家事の推進
　お母さんとお父さんが協力して働き、こどもを育

て、家事をすることができる社会をつくります。

　仕事がたいへんで、子育てや家事をする時間がな

いおとながいます。一方で、子育てや家事の多くを

お母さんがしています。

　子育てや家事に協力できるような働き方をだれも

ができるようにします。そして、お母さんもお父さ

んも協力して、仕事や家事や自分のやりたいことが

できるような社会をつくります。

（3）男女ともに働きやすい環境の整備
　だれもが働きやすい会社づくりを支援します。

（4）起業家等の就労の継続支援
　自分で会社をつくった若者が、ずっと仕事を続け

られるよう支援します。

（5）再就職相談支援の充実
　たとえば、出産や子育てをきっかけとして一度仕

事をやめた人が、もう一度仕事を始められるよう支

援します。

（1）だれでもいつでも相談できる子
育て支援体制の強化
　すべての人が子育てについて気軽に相談できる社

会をつくります。

　市町村がつくる「こども家庭センター」において、

様々な機関が協力して、子育てする人を支援します。

（2）こども・子育て施策におけるデ
ジタルトランスフォーメーション（Ｄ
Ｘ）推進
　デジタル技術を活用して、こどもや若者がより生

活しやすい社会をつくります。

　デジタル技術を活用して社会を変えることをデジ

タルトランスフォーメーション（ＤＸ）といいます。

　ＤＸの取組のひとつとして、「奈良スーパーアプ

リ」を用いて、こどもや若者、子育てする人に必要

な情報を届けます。

（3）多様な主体による子育て応援の
促進
　子育て支援を社会全体に広めます。

　社会には、子育てする人を支援する会社や地域の

人たちがいます。そういった会社や地域の人たちを

支援します。

（4）結婚を希望する方等への支援
　結婚したい人を支援します。

　結婚をするかどうかは個人の自由です。結婚せず

に幸せにくらす人もたくさんいます。一方で、結婚

したいと思っている人もたくさんいるので、そうい

う思いを持っている人を支援します。

（5）若者・子育て当事者や地域の多
様な主体のニーズを踏まえた施策の
推進
　それぞれが必要としている支援を理解してから、

支援に取り組みます。

こそだ

し

し

ひと

か    じ

さいしゅうしょく

ふ

ひつよう しえん りかい

しえん と く

とう しえん

いま も ちしき ぎじゅつ て い

おも ひと しえん

ともばたら とも  そだ とも すいしん

かあ とう きょうりょく はたら そだ

しゃかいか    じ

こそだ おお

かあ

いっぽう

しごと こそだ じかん

こそだ きょうりょく はたら かた

かあ とう

しごときょうりょく じぶん

しゃかい

だんじょ はたら かんきょう せいび

はたら かいしゃ しえん

きぎょうか しゅうろう しえん

じぶん かいしゃ わかもの しごと つづ

しえん

そうだんしえん じゅうじつ

いちどしゅっさん

ごと はじ

えん

そうだん こ

そだ しえんたいせい きょうか

ひと こそだ きがる そうだん しゃ

しちょうそん かてい

さまざま きかん きょうりょく こそだ ひと しえん

こ　  そだ し　  さく

すいしん

ぎじゅつ かつよう わかもの せい

しゃかい

ぎじゅつ かつよう しゃかい か

ならとりくみ

もち わかもの ひつよう

じょうほう とど

た    よう しゅたい こ    そだ おうえん

そくしん

こそだ しえん しゃかいぜんたい ひろ

しゃかい こそだ ひと しえん かいしゃ ちいき

かいしゃ

しえん

けっこん きぼう かた しえん

けっこん ひと しえん

けっこん こじん じゆう けっこん

とう

いちど しごと

かい

こそだ

ひと ちいき ひと

P.10

しゅうろう

か   じ

か    じ

か    じ

か    じ

けいぞく

ひと

かつ

わかもの こ    そだ とう    じ    しゃ ちいき た

よう しゅたい しさく

すいしん

しあわ ひと いっぽう けっこん

おも ひと

おも も ひと しえん

とう
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困難な状況に置かれているこども、子育て世帯に対する
相談体制、支援等の充実6

施　策 こんなん

じゅうじつ

じょうきょう せたい

そうだんたいせい しえん

こお たい

とう

そだ

（1）ひとり親家庭への就労・生活支
援の充実
　ひとりでこどもを育てているお母さんやお父さん

など（ひとり親といいます）の支援をします。

　ひとり親はひとりでこどもを育てながら、仕事を

しています。しかし、やりたい仕事ができなかったり、

十分なお金をもらえなかったりすることがあります。

やりたい仕事ができ、十分なお金がもらえるよう、ひ

とり親のお母さんやお父さんなどをサポートします。

　また、いろいろな事情で勉強ができる環境にない

こどもをサポートします。

かてい しゅうろう し

えん じゅうじつ

そだ かあ とう

おや しえん

おや そだ しごと

しごと

じゅうぶん かね

しごと じゅうぶん かね

おや かあ とう

じじょう べんきょう かんきょう

おや せいかつ

（6）いじめ防止
　いじめの防止に取り組みます。

　いじめを受けたときに相談できる場所をつくるな

ど、すべての学校で、いじめ問題に取り組みます。

（7）不登校のこどもへの支援
　いろいろな理由で学校に行けていないこどもを支

援します。

　本人の事情、家庭の事情、学校内の事情により学

校に行くことができていないこどもがいます。

　そういったこどもが、勉強したりスポーツしたり

できるような場所をつくる支援をします。そして、

不登校になっているこどもとその家族が、困りごと

をいつでも相談できるようにします。

（8）ニート・ひきこもり相談支援体
制の充実
　社会に出たいと思っているにもかかわらず社会に

ぼうし

ぼうし と く

う そうだん ばしょ

ふ  とうこう しえん

りゆう がっこう い し

ほんにん じじょう かてい じじょう がっこうない じじょう がっ

い

べんきょう

しえん

ふとうこう かぞく こま

そうだん

しえん

かぞく

しえん

にんしん

せい

わかもの

そうだんしえんたい

しゃかい

で

出られていない若者を支援します。

（9）ヤングケアラー支援
　ふだんから家族のお世話などをして勉強や部活動

が十分にできないでいるこども（ヤングケアラーと

いいます）を、おとなが連携して支援します。

（10）予期せぬ妊娠に悩む若年女性
などへの支援の充実
　妊娠を希望していなかったにもかかわらず妊娠し

てしまった女性を支援します。

（11）こども・若者への性犯罪・性
暴力対策
　からだや心を傷つけられてしまったこどもや若者

を支援します。

（12）こども・若者の自殺対策
　こどもや若者の自殺をなくす取組を行います。

よ にんしん なや じゃくねんじょせい

しえん じゅうじつ

にんしん きぼう

じょせい しえん

わかもの せいはんざい

ぼうりょくたいさく

こころ きず

しえん

わかもの じさつたいさく

わかもの じさつ とりくみ おこな

せい じゅうじつ

しゃかい で おも

わかもの

しえん

（2）すべての親子を対象とした市町
村のこども・子育て支援体制の充実
　みなさんが住む市町村でもこども・子育て支援を

行っています。奈良県がそういった市町村の取組を

支援します。　　　

おやこ たいしょう しちょう

そん こ   そだ しえんたいせい じゅうじつ

す しちょうそん しえん

しちょうそんおこな

しえん

こそだ

な   ら  けん とりくみ

（3）地域の「育ちの場」づくり
　家庭と学校以外で、こどもや若者が利用する場所

を支援します。

ちいき そだ ば

かてい がっこういがい わかもの りよう ばしょ

しえん

　こどもや若者にとって、家庭と学校以外の場所は

とても大切です。たとえば、子ども会、公民館、図書館、

こども食堂、スポーツクラブなどです。

　そういった場所が、こどもや若者にとってより過

ごしやすい場所になるよう取り組みます。

（4）児童虐待発生時の迅速・的確な
対応
　こどもを虐待から守ります。

　児童虐待とは、こどもがおとなからたたかれたり、

なぐられたり、無視されたり、ひどい言葉を言われ

たりすることです。児童虐待を受けたこどもは、か

らだや心がとても傷ついています。

　児童虐待があったときは、こどものことを一番に

考えた対策を行います。そして、二度と虐待が起こ

らないように、おとなが連携して取り組みます。

じどうぎゃくたいはっせいじ じんそく てきかく

たいおう

ぎゃくたい まも

じどうぎゃくたい

むし ことば い

じどうぎゃくたい う

こころ

じどうぎゃくたい いちばん

かんが たいさく おこな にど ぎゃくたい お

れんけい と く

きず

（5）社会的養護体制の充実
　社会全体でこどもを見守ります。

　理由があって、生まれた家庭でくらすことができな

ようご  たいせい じゅうじつ

しゃかいぜんたい みまも

う かていりゆう

しゃかいてき

いこどもがいます。そういったこどもを社会全体で

サポートしていきます。

しゃかいぜんたいわかもの かてい いがい ばしょ

たいせつ かい こうみんかん としょかん

しょくどう

わかものばしょ

ばしょ と く

す

がっこう もんだい と く

えん

P.12P.11

がっこう

わせ

き

こ

ばしょ

べんきょう ぶかつどう

じゅうぶん

れんけい

こう
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こどものすこやかな成長と子育て世帯を支える
教育、保育等の体制整備7

施　策 せいちょう

せいび

せたい

きょういく ほいく

こ   そだ ささ

とう たいせい

（1）安心してこどもを預けられる教
育、保育体制の整備
　保育を充実させます。

　小学校に入学する前に、こどもは保育所などに通

います。

　こういった場所がこどもにとって過ごしやすい場

所になるようにします。また、こういった場所で働

く保育士の先生を支援します。

（2）こどもが安心して過ごし学ぶこ
とのできる質の高い公教育の推進
　こどもが安心して学校に通えるようにします。

　学校は、こどもが多くの時間を過ごす場所です。

こどもが学校で安心して学ぶためには、学校の環境

をよくすることがとても大切です。そのために、た

とえば、トイレがきれいになるように改修をします。

また、こどもが、お金の心配をすることなく学校に

通えるようにします。

　そして、学校でこどもとかかわる先生を支援する

ことも、とても大切です。先生が心に余裕をもって

あんしん あず きょう

せいびいく たいせい

しょうがっこう にゅうがく まえ ほいくしょ かよ

ばしょ す

ばしょ

ほいくし せんせい

はたら

あんしん す まな

しつ たか こうきょういく すいしん

あんしん がっこう かよ

がっこう おお じかん す ばしょ

がっこう あんしん まな がっこう かんきょう

たいせつ

せんせい しえん

たいせつ

がっこう

かいしゅう

ほいく じゅうじつ

ば

しえん

しょ

かね しんぱい がっこう

かよ

ほいく

せんせい こころ よゆう

こどもに向き合えるようにします。

（3）放課後のこどもの居場所づくり
　放課後も、こどもが安心して過ごせるようにします。

ほうかご いばしょ

ほうかご あんしん す

む あ

（4）こどもの発達段階に応じた自尊
感情、規範意識、学習意欲等の醸成
　こどもが「自分の気持ちを尊重してもらえている」

と感じられるようにします。

　こどもがすこやかに成長するためには、こどもの

気持ちを尊重することがとても大切です。おとなか

らの押しつけがあってはいけません。

　学校では、こどもが学びたいこと、やりたいこと

を尊重します。そのために、こどもがいろいろなス

ポーツ、芸術活動、職業体験をできるようにします。

また、必要のない校則の見直しに取り組みます。暴

力やきつい言葉を使う先生をゼロにします。

　さらに、学校をやめてしまったり、行けなくなっ

てしまったりしているこどもを支援します。

せいちょう

き そんちょう たいせつ

お

がっこう まな

そんちょう

げいじゅつかつどう しょくぎょうたいけん

ひつよう こうそく みなお と く

りょく ことば つか せんせい

がっこう い

しえん

じぶん きも そんちょう

かん

ぼう

も

はったつだんかい おう

いしき とう じょうせい

じ   そん

かんじょう がくしゅういよくきはん

（6）こどもを健やかに育むスポーツ・
食育の推進
　スポーツをするこどもを支援します。食べ物につ

いての学びの場所を増やします。

　スポーツをしたいと思うこどもが希望どおりにス

ポーツができる場所をつくることはとても大切です。

　学校に入る前のこどもが、楽しくスポーツができ

る取組を行います。学校では、体育の授業や部活動

をよりよくします。学校の外でも、こどもが家族と

ともにスポーツを楽しめるようにします。

　食べ物に関する教育を食育といいます。健康にく

らすためには、食育がとても大切です。

　家庭や学校において、こどもが食育を受けられる

ようにします。また、給食を充実させます。たとえば、

給食に奈良県でつくられた食材を使います。

すこ はぐく

しょくいく すいしん

しえん た もの

ばしょまな

おも きぼう

ばしょ たいせつ

がっこう はい まえ たの

とりくみ おこな がっこう たいいく じゅぎょう ぶかつどう

がっこう かぞくそと

たの

た もの かん きょういく しょくいく けんこう

しょくいく たいせつ

ふ

（5）こどもが安全に安心してインター
ネットを利用できる環境整備
　こどもが危険な目にあうことなくインターネット

を使えるようにします。

あんぜん あんしん

りよう かんきょうせいび

きけん

つか

め

（7）相談支援及び療育体制の充実・
強化
　障害があるこどもを支援します。

　障害があるこどもも、こどもを育てている家族も

なやみがあります。なやみは、それぞれ違います。

　障害があるこども一人ひとりにあった支援を行い

ます。また、家族がいつでも安心してなやみごとを

相談したり、支援を受けられたりできるようにしま

す。

（８）保育所や放課後児童クラブにお
けるインクルーシブ保育の推進
　障害があってもなくても、だれもが保育所や放課

後児童クラブを使えるようにします。

そうだんしえん りょういくたいせい じゅうじつ

きょうか

しょうがい しえん

しょうがい そだ かぞく

ちが

しょうがい ひとり しえん おこな

かぞく あんしん

そうだん しえん う

ほいくしょ ほうかご

ほいく すいしん

しょうがい ほいくしょ ほうか

じどう つか

およ

ご

じどう

かてい がっこう しょくいく う

きゅうしょく じゅうじつ

しょくざい つかきゅうしょく な   ら  けん
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P.15
妊娠、出産、こども、子育てを支える
保健医療提供体制の充実8

施　策 にんしん しゅっさん

ほ   けん じゅうじつ

こ ささ

ていきょう たいせい

そだ

い   りょう

こども、子育てにやさしい
インクルーシブなまちづくり9

施　策 こ そだ

（1）すべての母子を対象とした市町
村のこども・子育て支援体制の充実
　奈良県のすべての市町村で、こどもがいる家族を

支援する体制をつくります。

（2）性と健康に関する支援の充実
　自分のからだのことを学べる教育に取り組みます。

　健康に生きるためには、命の大切さを知り、自分

のからだのことを学ぶことがとても大切です。

　たとえば、「赤ちゃんが生まれるまで」「性別によ

るからだの違い」といったことが学べる教育に取り

組みます。

（3）周産期やこどもにかかる医療体
制等の充実
　妊婦さんやこどもが安心して病院に行けるように

します。

　妊婦さんが安心してこどもを産んだり、こどもが

健康に成長したりするためには、お医者さんや看護

師さんの手助けが必要です。そして、お医者さんや

看護師さんに手助けをしてもらうには、お金がかか

ります。

ぼ    し たいしょう しちょう

そん こ   そだ しえん  たいせい じゅうじつ

しちょうそん かぞく

しえん たいせい

せい けんこう かん しえん じゅうじつ

じぶん まな きょういく と く

けんこう い いのち たいせつ し じぶん

まな たいせつ

あか う せいべつ

ちが まな きょういく と

く

しゅうさんき たい

せい じゅうじつ

にんぷ あんしん びょういん い

にんぷ あんしん う

けんこう せいちょう いしゃ かんご

てだす ひつよう いしゃ

かん  ご    し てだす かね

し

な   ら  けん

いりょう

とう

　妊婦さんやこどものからだに詳しいお医者さんや

看護師さんがいる病院を支援します。そして、妊婦

さんやこどもが、お金の心配をすることなく病院に

行けるようにします。

（4）不妊に悩む方への支援の充実
　赤ちゃんがほしくてもなかなか願いがかなわない

人を支援します。

（5）各種健診体制の整備による早期
発見体制の整備
　赤ちゃんや小さいこどもが安心して健康診断を受

けられるようにします。

（6）重症心身障害児（医療的ケア児）
への支援
　生活でいつも医療が必要なこども（医療的ケア児

といいます）を支援します。

　医療的ケア児が、家族とともに住み慣れた家で安

心してくらせるように支援します。また、医療的ケ

ア児を手助けするおとなが、なやみごとを相談した

り、不安を減らしたりできる取組を行います。

じゅうじつふにん

あか ねが

ひと しえん

かくしゅけんしんたいせい せいび そうき

はっけんたいせい せいび

あか ちい あんしん けんこうしんだん う

しんしん いりょうてき じ

しえん

せいかつ いりょう ひつよう いりょうてき じ

しえん

いりょうてき じ かぞく す な いえ あん

しえん いりょうてき

じ てだす そうだん

ふあん へ とりくみ おこな

かた しえん

しん

にんぷ くわ いしゃ

びょういん しえん にんぷ

かね しんぱい びょういん

い

なや

かん  ご    し

じゅうしょう しょうがいじ

（1）こども・子育て世帯にやさしい
公園施設・設備の整備
　だれもが行きやすく、遊びやすい公園をつくります。

（2）安心して子育てできる居住・外
出環境等の整備
　こどもがいる家族にとってくらしやすい街をつく

ります。

　こどもがいる家族は、くらしやすい家を見つける

のが難しかったり、お出かけのときにたくさんの困

りごとがあったりします。

　くらしやすい家を見つけられるよう支援します。

そして、お出かけのときに駅やバスでの困りごとが

なくなるような街づくりを進めます。

（3）こどもの交通安全の確保
　通学路の安全を守ります。

　こどもが交通事故にあわないために、通学路の安

全を守ることはとても大切です。そして、正しい交

通ルールを学び、実行することもまた、同じくらい

大切です。

こ    そだ せたい

こうえんしせつ せつび せいび

こうえん

あんしん こ    そだ きょじゅう がい

しゅつかんきょうとう せいび

かぞく まち

かぞく いえ み

むずか で こま

いえ み しえん

で えき こま

まち すす

こうつうあんぜん かくほ

つうがくろ あんぜん まも

じ   こ つうがくろ あん

まも たいせつ ただ こうぜん

まな じっこう おなつう

たいせつ

い あそ

こうつう

　安心して歩くことができる通学路を整備します。

通学路でこどもの登下校を見守る活動を行っている

団体を支援します。そして、たとえば、「自転車に

乗るときはヘルメットをかぶる」「横断歩道をわた

るときは右と左をよく確認する」といった交通ルー

ルが学べる教室を開きます。

（4）こどもを犯罪や有害環境から守
るための対策の推進
　こどもを犯罪から守ります。

　あやしいおとな、有害な情報が見られるインター

ネット、心とからだをボロボロにする薬など、こど

もの周りには危険がたくさんあります。

　パトロール活動を今まで以上に行います。あやし

いおとなについての情報を警察、学校、おとな、こ

どもで共有します。そして、たとえば「安全なイン

ターネットの使い方」など、危険をさける方法を学

べる場所をつくります。

あんしん ある つうがくろ せいび

つうがくろ とうげこう みまも かつどう おこな

だんたい しえん じてんしゃ

の ほどう

みぎ ひだり かくにん

まな きょうしつ ひら

はんざい ゆうがいかんきょう まも

たいさく すいしん

はんざい まも

ゆうがい じょうほう み

こころ くすり

まわ きけん

かつどう おこな

じょうほう けいさつ がっこう

きょうゆう あんぜん

つか かた きけん ほうほう

ばしょ

まな

こうつう

いま いじょう

おうだん
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※パブリックコメントとは

　このパンフレットは、パブリックコメント用のものです。

　パブリックコメントとは、「奈良県こどもまんなか未来戦略」のような計画をつくるときに、計画

の案を公表し、案に対する意見をみなさんから募集する手続です。

　パブリックコメントは、計画をよりよいものにするために行います。パブリックコメントでみな

さんからいただいた意見をもとに、計画に書いてある内容を修正します。

よう

みらいせんりゃく けいかく けいかく

あん こうひょう あん たい いけん ぼしゅう てつづき

けいかく おこな

いけん けいかく か ないよう しゅうせい

な   ら  けん

※書いてある内容について

　このパンフレットは、わかりやすさを重視しています。そのため、正式版の内容の一部を省略し

たり、簡単な書き方にしたりしています。

　もっとくわしい情報がほしい人は、正式版のパブリックコメント用「奈良県こどもまんなか未来

戦略」を見てください。

か ないよう

じゅうし せいしきばん ないよう いちぶ しょうりゃく

かんたん か かた

じょうほう ひと せいしきばん よう みらい

み

な   ら  けん

せんりゃく

Ⅷ 施策の推進体制等施策の推進体制等
し さ く すいしんたいせい とう

1. 県における推進体制
奈良県こども・子育て推進本部が「奈良県こどもまんなか未来戦略」を推進します。

奈良県が目指す未来が実現できているか、毎年、奈良県こども・子育て支援推進会議で確認します。

2. 市町村こども計画の策定促進
こども計画をつくろうとする市町村を支援します。

3. 市町村・民間団体等との連携
奈良県が目指す未来を実現するために、市町村、会社、団体と協力します。

けん すいしんたいせい

こそだ すいしんほんぶ みらいせんりゃく すいしん

めざ みらい じつげん まいとし こそだ しえんすいしんかいぎ かくにん

しちょうそん けいかく さくていそくしん

けいかく しちょうそん しえん

しちょうそん みんかんだんたい れんけい

めざ みらい じつげん しちょうそん かいしゃ だんたい きょうりょく

とう

な   ら  けん な   ら  けん

な   ら  けん な   ら  けん

な   ら  けん
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